
蕊水と緑と花のまち以夜:;ふ

市政だより 交通事故相談日

1 1月27日(火〉

市役所第 1会議室

10時~ 15時
なるべく事故に関係の

書類をご持参ください
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踊り回る蛇踊リ

かわいい浮立の子供たち

子供の人気を集めた力一二パル

笛や太鼓て踊るしし舞 花をくわえて立ち上ったしし舞

会場狭しと踊る民踊の輪 先頭を行くブラスパンド

近年にftい人出でにぎわ
秋晴れの11月3日恒例の『おおむら祭りJが盛大に

繰り広げられま した。 お祭り広場になった市営補助グ

ランドで、最初にブラスパンドが高らかに演奏され、

次いで子供たちに人気のある仮装カーニパノレがひろう

された後、 300名を越す民踊の輪が会場狭しと踊れば

19年振りのしし;舞が笛、太鼓に合わせて舞い続け、

コッコデショ も20年振りに男手にかつがれて勇壮華麗

な演技を繰り返しました。 続いて蛇踊りが爆竹の中で

赤い煙を吐きながら踊り回り会場をわかせ‘最後に21

年振り という下鈴田浮立が入場すれば、かわいい幼児

の舞いに盛んな拍子がわき、 総勢240名の浮立は壮観

を極めま した。

近年にない人出を見た 『おおむら祭り』は終日にぎ

わい無事に終りました。
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下鈴田浮立や

おおむら祭り
しし舞など

O 

乙

V 

」

を

と

じ

て

く

だ

さ

L 、

f、

， 



(2) りおおむ

ウ.

~ 

ん

一 ..
..'.'.1:.，・こ・::，=，・.;:;:.

l':i:.i;';~:記j々 '.: :

な

良
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な
り
ま
し
た

ー
年
金
額
の
大
幅
引
上
げ

市政だより

物
価
ス
ラ
イ
ド
制
導
入
な
ど
i

国
民
年
金
制
度

ω改
正
法
案
が

こ
の
ほ
ど
国
会
で
成
立
し
、
年
金

・
給
付
額
の
大
幅
な
引
上
げ
、
物

価
ス
ラ
イ
ド
制
の
導
入
、
五
年
年

金
の
再
加
入
を
は
じ
め
、
福
祉
年

昭和48年11月15日
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金
で
は
、
戦
争
公
務
扶
助
料
と
の

併
給
は
大
尉
ま
で
満
額
支
給
、
支

給
制
限
緩
和
や
、
老
齢
特
別
給
付

金
の
新
設
な
ど
、
た
く
さ
ん
な
改

正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

拠
出
年
金
の
改
正
点

拠
出
年
金
と
は
保
険
料
を
納
め

た
人
が
も
ら
え
る
年
金
で
す
。

そ
の
改
正
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。五

年
年
金
の
加
入
の

再
開

十
一
月
か
ら
受
付
け
し
ま
す

V
加
入
で
き
る
人

ω明
治
三
十
九
年
四
月
二
日
か
ら

明
治
四
十
凶
年
四
月
一

日
ま
で

に
生
れ
た
人
で
現
在
会
社
、
官

公
庁
、
工
場
等
の
職
場
年
金
制

度
に
加
入
し
て
い
な
い
人

V
加
入
で
き
な
い
人

川
現
在
会
社
、
官
公
庁、

工
場
な

ど
に
勤
め
る
人
、

議
会
の
議
員

凶
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
か
ら
老

齢
退
職
年
金
を
受
け
て
い
る
人

普
通
思
給
を
う
け
て
い
る
人
、

又
は
こ
れ
か
ら
資
格
を
いも
つ
人

ω日
本
国
民
で
な
い
人
。

五 !所
年 |得
年 |比
金 |例
保 |保
険 |険
料 |料
l 

険

七
五

O
円

現
五
五

O
円

九
O
O
円

V

申
出
期
間

昭
和
四
十
八
年
十
一
月
か
ら
昭

和
田
十
九
年
三
月
三
十
日
ま
で

V
保
険
料
及
び
納
付
期
間

保
険
料
は
一

ヵ
月

九

百

円

五
年
間
で
五
万
四
千
円

V
保
険
料
を
納
め
る
方
法

ω昭
和
四
十
五
年
六
月
分
か
ら
昭

和
四
十
八
年
九
月
分
ま
で
四
十

カ
月
分
三
万
六
千
円
を
昭
和
五

十
年
六
月
ま
で
に

ω昭
和
四
十
八
年
十
月
分
か
ら
昭

和
五
十
年
五
月
ま
で
二
十
ヵ
月

分

一
万
八
千
円
は
現
在
の
五
年

年
金
の
被
保
険
者
が
納
め
る
納

入
方
法
。

V
年
金
額

五
年
年
金
の
年
金
額
は
五
年
間

納
付
後
六
十
五
歳
を
こ
え
た
と

き
支
給
さ
れ
る。

マ
持
参
す
る
も
の

印
か
ん

な
お
昭
和
三
十
六
年
四
月

一
日

以
降
に
被
用
者
年
金
に
加
入
し
て

い
た
人
は
そ
の
職
歴
と
期
間

ー配

歳

末

特

別

貯

蓄

増

強

運

動

12 
料

月

現 行 改 正
区 分 実施時期

月 月 額

25 年 8，000 96，000 20，000 240，000 
老 齢

10 年 5，000 60，000 12，500 150，000 
年金

5年年金 2，500 30，000 8，000 96，000 

級 11，000 132，000 25，000 300，000 

年 金 2 扱 8，800 105，600 20，000 240，000 

子母遺子児・準年 母金 I 山 |川 oI 
4，000 48，000 10，000 120，000 49年1月

年金 10 年 1.600 19，200 4，000 48，000 

附 加 25 年 4，500 54，000 5，000 60，000 

年金 10 年 1，800 21. 600 2，000 24，000 

3年以上
17，000 死 亡 10年未満

一時金 10年以上 14，000 17，000 
15年未満

96，000 

イ丁

←一一一一←一一-，の

改

定

49 実
年 |施
1 時
月 |期

改

正

九
O
O円

一、
三

O
O円

九
O
O
円

マ
受
付
場
所

市
保
険
年
金
課

ス
ラ
イ
ド
制
の導
入

(拠出制)額金年

日

l
訂

物
価
が
上
が
れ
ば
年
金

額
も
引
上
げ
ら
れ
ま
す

国
民
の
生
活
水
準
の
変
動
に
応

じ
て
新
た
に
消
費
者
物
価
が
上
昇

し
た
と
き
年
金
を
引
上
げ
、
将
来

に
わ
た
っ
て
安
定
し
た
年
金
を
支

給
す
る
よ
う
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

保
険
料
の
改
定

各
種
給
付
額
の
改
正
に
併
い
保

険
料
も
右
上
表
の
よ
う
に
改
定
さ

れ
ま
し
た
。

{白

時
効
に
な
っ
た
未

納
保
険
料
も
納
め

ら
れ
ま
す

昭
和
四
十
九
年

一
月
か
ら
五
十

年
十
二
月
ま
で
二
年
間
に
限

っ
て

一
ヵ
月
九
百
円
で
納
め
る
乙
と
が

で
き
ま
す
。

※
年
金
給
付
期
間
を
満
た
し
て

い
な
い
人
は
こ
の
機
会
に
納
付
し

て
年
金
権
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。
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V
所
得
出
刷
限
限
度
額

霊義覇者E 者又は
本 区

人

の
所

得 分

人四
人 ヱ1;:1史1/11

五 五
九四 七四、 、

告リ一 四

O 

九O O O O 円 O 8 O 
O 

O O O O 円

限

F艮

O O O 円 O O O 円

度

額

4年月5 8 施期実時

量

以
後
扶
養
親
族
一
名
増
す
ご
と
に
十
四
万
円
を
加
え
る
額

、rt
E
E
F〆
E
B
E
F
r〆、
E
E
ど
t
、‘，
r
〆、

a，
ど
〈
h
E
J
〉、
1
E
F，F
》
九

t
，ノ
2
1
S
E
t
t
lt
，r
d
e
，

手
続
を
す
る
場
所

市
保
険
年
金
課

持
参
す
る
も
の

印
か
ん

・
公
務
扶
助
料
証
書
ま

た
は
保
管
証
書

な
お
戦
没
者
の
扶
助
料
を
受
け

て
い
る
人
は
、
そ
の
戦
没
者
の
階

級
が
必
要
で
す
。

①
次
の
人
は
早
く
手
続
を
し
て
下

さ
い。

ω普
通
思
給

・
扶
助
料
受
給
者

で
老
齢

・
障
害
福
祉
年
金
の

一
部

支
給
を
受
け
て
い
る
人
は
、
年
金

証
書
と
十
月
に
改
定
に
な

っ
た
思

給

・
扶
助
料
証
書
を
持
参
し
て
一

月
以
降
の
福
祉
年
金
の
支
給
手
続

を
し
て
下
さ
い
。

も
し
手
続
が
お
く
れ
ま
す
と
一

月
に
支
給
さ
れ
る
老
齢

・
障
害
福

祉
年
金
の
支
給
が
お
く
れ
ま
す
。
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拠
出
年
金
の
改
正
と
と
も
に
福

祉
年
金
も
十
月
か
ら
年
金
額
の
引

上
げ
、
老
齢
特
別
給
付
金
な
ど
受

給
権
者
に
と
っ
て
大
き
な
喜
び
に

な
り
ま
し
た。

改
正
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す

老齢福祉年金寸

L月額5千円に

が

新
た
に
老
齢

特
別
給
付
金

国
民
年
金
制
度
(
十
年
・
五
年

年
金
)
に
加
入
か
ら
除
か
れ
た
人

及
び
老
齢
福
祉
年
金
を
ま
だ
受
け

て
い
な
い
人
(
い
わ
ゆ
る
谷
閣
の

老
人
〉
に
支
給
さ
れ
る
年
金
で
す

V
対
象
者

明
治
三
十
七
年

一
月
二
日
か
ら

明
治
三
十
九
年
四
月
一
日
以
前

に
生
れ
た
人

V
年
金
額

年
額
四
万
八
千
円

月
額
四
千
円

V
支
給
開
始
四
十
九
年

一
月
か
ら

V
受

付

四
十
八
年
十

一
月
十

五
日
か
ら

V
手
続
を
す
る
と
こ
ろ

市
保
険
年
金
課

V
持
参
す
る
も
の

印
か
ん

・
恩
給

・
扶
助
料
証

書
ま
た
は
保
管
証
書

晴
れ
の

市警
警易
委万

里者
宗*
表
彰

市政だより

菊
か
お
る
十
一
月
一
日
市
役
所

大
会
議
室
で
今
年
の
教
育
功
労
者

表
彰
式
が
行
わ
れ
、
次
の
方
々
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

倉

石

晋

さ

ん

永
年
に
わ
た
り
学
校
歯
科
校
医

(3) 

と
し
て
児
童
生
徒
の
保
健
衛
生
向

上
の
た
め
尽
す
い
さ
れ
た
功
績
に

ト
ι
h
り

田

中

寛

さ

ん

松
原
小
学
校
に
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア

ノ
を
寄
贈
さ
れ
、
教
育
の
進
展
に

年

金

(福
祉
年
金
)

額

年

金

の

種

類

月 現

老
齢
福
祉
年
金

障
害

一
級

福
祉
年
金

一
1

母
子
福
祉
年
金

老
齢
特

別

給

付

金

障

害

級

福
祉
年
金

2

な
お
戦
没
者
の
扶
助
料
を
受
け

て
い
る
人
は
そ
の
戦
没
者
の
階
級

が
必
要
で
す
。

戦
争
公
務
は

大
尉
ま
て

今
年
十
月
か
ら
戦
争
公
務
に
よ

る
扶
助
料
を
受
け
て
い
る
人
は
戦

没
者
の
階
級
が
大
尉
ま
で
福
祉
年

金
が
満
額
支
給
さ
れ
ま
す
。

福
祉
年
金
に
は

支
給
制
限

貢
献
さ
れ
た
功
積
に
よ
り

豊
竹
一
郎
さ
ん

松
原
小
学
校
の
施
設
充
実
の
た

め
多
額
の
私
財
を
寄
贈
さ
れ
、
教

育
の
進
展
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
に

よ
り
長
崎
省
吾
さ
ん

福
重
小
学
校
に
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア

ノ
を
寄
贈
さ
れ
、
教
育
の
進
展
に

イ丁額

何回
年
目
月

六
、
五

O
O円

四
、

0
0
0円

幼
年

1
月

開

始

定

未

福
祉
年
金
の
支
給
も
大
幅
に
所

得
制
限
が
緩
和
さ
れ
ま
し

た
が
、

福
祉
年
金
の
支
給
は
す
べ
て
国
の

負
担
で
支
払
わ
れ
る
も
の
で
す
か

ら
ま
だ
、
い
ろ
い
ろ
な
制
限
が
あ

り
ま
す
。
次
の
場
合
は
制
限
に
か

か
ら
な
く
な
り
ま
し
た
の
で
年
金

の
請
求
を
し
て
下
さ
い
。

V
普
通
恩
給
・
扶
助
料
(
年
額
十

万
円
)
以
下
の
人

V
戦
争
公
務
の
戦
没
者
(
大
尉
以

下
)
の
扶
助
料
を
受
け
て
い
る

人
貢
献
さ
れ
た
功
績
に
よ
り

渋

江

武

さ

ん

文
化
団
体
の
育
成
に
つ
と
め
、

芸
術
文
化
の
振
盟
、
史
跡
の
保
存

郷
土
史
の
研
究
促
進
な
ど
に
貢
献

さ
れ
た
功
績
に
よ
り

カ
ト
レ
ア
グ
ル
ー
プ

永
年
コ
ー
ラ
ス

の
練
習
に
励
み

文
化
向
上
と
情
操
豊
か
な
町
づ
く

り
の
た
め
貢
献
さ
れ
た
功
績
に
よ

h
り
ノ古

川
敏
夫
さ
ん
高
村
キ
ミ
さ
ん

北

和

則

さ

ん

峯

春

枝

さ

ん

佐
藤
実
さ
ん
清
水
ユ
キ
ノ
さ
ん

西
村
鉄
雄
さ
ん
松
田
静
枝
さ
ん

一
瀬
安
則
さ
ん

松
尾
シ
ヲ
さ
ん

浅
田
誠
さ
ん

岩
浅
マ
ス
ヱ
さ
ん

成
瀬
勝
さ
ん
古
川
ヤ
ヨ
イ
さ
ん

三
十
年
余
の
永
き
に
わ
た
り
児

童
生
徒
の
教
育
に
専
念
さ
れ
た
功

績
に
よ
り

川
添
福
一
さ
ん

松
原
小
学
校
及
び
竹
松
小
学
校

の
教
具
充
実
の
た
め
多
額
の
私
財

を
寄
贈
さ
れ
、

教
育
の
進
展
に
貢

献
さ
れ
た
功
績
に
よ
り



(4) 

)自)
警(

り

日
月
お
日

i
ロ
月

2
日

むおお

隣

に

も

声

か

け

あ
っ
て
よ
い
防
火
グ

市政だより

本
年
も
ま
た
火
災
多
発
期
を
迎

え
る
こ
ろ
と
な
り
、
「
隣
に
も
声

か
け
あ
っ
て
よ
い
防
火
」
を
統

一

標
語
に
、
全
国
い
っ
せ
い
に
秋
季

火
災
予
防
運
動
が
十
一
月
二
十
六

日
か
ら
十
二
月
二
日
ま
で
実
施
さ

れ
ま
す
。
八
重
点
実
施
事
項

V

一、

ス
ー
パ
ー
、
旅
館
、
ホ
テ
ル

な
ど
の
安
全
管
理
体
制
の
確
立

避
難
訓
練
の
実
施
お
よ
び
自
主

昭和48年11月15日

訓
練
に
励
む
泊
防
団
員

初公開

史料館開館記念展

市
民
待
望
の
郷
土
史
料
館
が
い

よ
い
よ
十
一
月
十
五
日
か
ら
開
館

し
ま
す
。

市
は
開
館
記
念
と
し
て
次
の
と

お
り
記
念
展
を
開
催
し
ま
す
の
で

多
数
ご
来
館
下
さ
い
。

期
間
十
一
月
十
五
日

l
三
十
日

(
た
だ
し
、

祝
日
、
月
曜
日
は

休
館
)

郷土の歴史を
画

貯

、ー

蓄

で

築

防
火
管
理
の
徹
底
を
図
る
。

二
、
一

般
家
庭
の
移
動
防
火
相
談

皆
さ
ん
の
家
庭
の
火
気
使
用

設
備
、
器
具
は
安
全
で
し
ょ
う

か
。
消
防
職
員
が
皆
さ
ん
の
家

庭
を
訪
問
し
て
相
談
を
受
け
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す。

三
、
「
消
防
時
間
の
設
定
」

期
間
中
、
毎
日
午
後
八
時
を

2邑
閏

年

議

「
消
防
の
時
間
」
と
定
め
、
サ

イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
の
で
火

の
元
の
点
検
、
確
認
な
ど
を
励

行
し
て
下
さ
い
。

十
一

月
二
十
六
日
午
前
八
時
に

消
防
演
習
召
集
サ
イ
レ
ン

(十

五
秒
吹
鳴
、
六
秒
休
止
、
十
五

秒
吹
鳴
)
を
吹
鳴
し
ま
す
。

火
災
と
間
違
え
な
い
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

..6.. 
~ 

で

弓
明
る
く
住
み
よ
い

町

自
分
た
ち
が
生
活
し
て
い
る
地

域
を
今

一
度
見
つ
め
『
明
る
く
住

開
館
時
間

時

午
前
九
時
I
午
後
五

場
所

市
立
史
料
館

(新
図
書
館

二
階
)

入
場

無
料

展
示
内
容

考
古
資
料
、
歴
史
資

料
、
文
書
資
料
、
武
具
甲
胃
、

美
術
工
芸
、
御
殿
衣
裳
な
ど

う‘

物

価

つ

り
コ

市
青
年
団
連
絡
協
議
会

み
よ
い
町
づ
く
り
』
の
た
め
に
、

青
年
が
積
極
的
に
参
加
し
組
織
を

あ
げ
て
取
り
組
む
こ
と
が
、
地
域

青
年
固
に
与
え
ら
れ
た
課
題
で
あ

る
と
、
市
青
年
団
連
絡
協
議
会

(上
野
孝
幸
会
長
会
員
三
六

O
名
)

で
は
十

一
月
二
十
五
日
市
役
所
で

青
年
議
会
を
開
催
し
ま
す
。

各
団
か
ら
二
十
六
名
、
市
青
協

役
員
か
ら
四
名
を
選
出
し
て
議
員

と
し
、

郷
土
に
関
す
る
こ
と
か
ら

環
境
美
化
、
安
全
対
策
、
産
業
、

の

と

り

r.......内，.¥，山・・・・M …M ・・..""・山内山山・.'."，"""，.，・M ・"，'̂'・ t

~rーハンターの皆さん一寸 i

Lー・電話ケーブルにご注意一一J
tす 故多 が 電 たのンにこ えシ 1 
。障 く傷 話 不ちタなのとま l本?
} しの つケ注ょ!るシこ しズ 年 ?
て 電 け l意つのと lろたンも Z
5 い 話 らブかと方、 ズで 。を 狩 !
まがれル らし々ハン、 迎猟 5

! 向 電 発 り社多にど傷 ! 
; け話抱 どま 会く散で ま 電 5
なケまうす的の弾 巻 な 話 〈

i い l え か。に重のいいケよ
よブ lとハ 大要 一て よ l

j うノレはン き な発あう ブ t
lこに、タ な 電 でりプ Jレ・
しは十 l 迷詰 もまラ，~ ~ 

f 電 て 絶分 の 惑 が当す
i報 下 対 注皆 を止りがチ雨}
:電 さに 意 さ 乙まま、 ツや r
i話 い 銃 しん うりす乙ク 風 よ
1局 。をて、 む 、とれなに r

土
木
、
教
育
、施
設
、
福
祉
対
策
等

を
各
地
区
青
年
団
が
分
担
し
て
、

実
際
の
市
議
会
と
同
じ
方
法
で
市

理
事
者
の
答
弁
を
求
め
る
よ
う
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

青
年
議
会
を
通
し
て
、

青
年
の

無
限
の
工
、
不
ル
ギ
ー
に
よ
る
実
践

活
動
を
行
い
、
地
域
が
も
っ
て
い

好

評

だ

る
課
題
や
、
与
え
ら
れ
た
問
題
に

つ
い
て
、

解
決
に
必
要
な
知
識
や

判
断
力
を
養
う
と
と
も
?に、

青
年

の
政
治
に
対
す
る
関
心
が
高
め
ら

れ
、
社
会
的
価
値
感
を
向
上
し
、

地
域
社
会
に
影
響
力
を
も
っ
青
年

団
と
し
て
今
後
の
活
動
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

つ

た

初
の
合
同
グ
ル
ー
プ
展

公
民
館
活
動
と
し
て
フ
ラ
ワ
ー

デ
ザ
イ
ン
・
ベ
ン
習
字
・
洋
画
・

刺
し
ゅ
う
の
各
教
室
の
方
々
は
教

室
終
了
後
も
グ
ル
ー
プ
活
動
を
続

け
て
お
ら
れ
ま
す
が
十
一
月
二

l

四
日
中
地
区
住
民
セ
ン
タ
ー
で
初

，.c 

の
合
同
グ
ル

ー
プ
展
を
開
催
し
ま

し
た
。
出
品
さ
れ
た
約
百
八
十
点
の
力

作
は
観
覧
者
に
強
い
印
象
を
与
え

大
変
好
評
で
し
た
。

ず



通耐

明

日

の

し

あ

昭和48年11月15日りむおお市政だより(5) 

注
射
と
検
診

-
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

該
当
者

次
の
者
を
除
く
全
員

ω
就
学
前
の
乳
幼
児

ω
小
・

中

・
高
校
等
修
学
年
限

一
年
以
上
の
学
校
の
児
童
生
徒

同

事
業
所
で
定
期
検
診
を
受
け

て
い
る
も
の

凶

現

在

、
結
核
の
治
療
を
受
け

て
い
る
も
の

料
金

無
料

曜当番医日の12月

※
レ
ン

ト
ゲ
ン
検
診
を
受
け
ら

れ
た
方
を
対
象
に
、
本
年
か
ら
無

料
で
、
次
の
検
査
を
行
い
ま
す
。

検
査
内
容

l
血

圧

測

定

2
尿

検

査

3
打

聴

心

4
問

診

日
程
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

催
し
も
の

圃
新
年
名
刺
交
換
会

日
時

昭
和
四
十
九
年

一
月
二
日

午
前
十
一
時

わ

せ

{ま

ぐ

む

貯

蓄

月日| 場 所 |時 間

1月日2||| | 旭町アパート広場 9:30-10・30
朝日生命ビル前 11: 00-12: 0。
水田 1区公民 館 13: 00-14・。。

日 水主町平松酒居前 14・30-15:30 

1月4 2 
稲荷 町消防軍前 9:30-10:30 
片町永尾商居前 11:00-12:0。

日 久原住宅丹沢商苦 13:30-15:00 

9:30-10:30 
月12 桜ケ丘旅館街末広前 11:00-12:00 
柴間 公民館 13:00-14:00 

日 水計公民館 14: 30-15: 30 

1月6 2 
諏訪公民館 9:30-10:30 
池1J:l清和国跡 11: 00-12・。。

日 植松 公 民館 13: 30-15: 30 

1月~ I [争諏訪1区田中商庖前 9:30-10:30 
水田郵便局 11:00-12:00 
古町 5区広 場 13:00-14:00 

日 中地区住民センター 14・30-15:30

|農協西川所 ル 10:30
1月120 昭和通親和銀行社宅 11: 00-12: 00 
辻田町 佐藤病院 13:00-14:00 

日 新城入口(ドライブインM) 114:30-15:30 

1月12 1 一一叩市伝 染病棟横 11: 00-12: 00 杭出津親和会公民館 13:00-14:00 
日
水田 2区公民館 14: 30-15・30

12l原口公民館 9:30-10:30 
原口住宅遊園地 11:00-12:0。

日 小路口住宅公民館 13:30-15:00 

11月2 3 
竹松本町公民館 9:30-10:30 
竹松アパート吉岡商居前 11: 00 -12: 00 

日 橋口病院 13:30-15:00 

11月4 2 松 原 出張所館館 ||111931303900~~~11102530000 0 寿古公民

日 宮 小 路公民

第2回結核健康診断
実施日程

申会場
込費所

市
民
会
館

五
百
円

十
二
月
十
日
ま
で
に

市
役
所
総
務
課
へ

園
大
村
混
声
合
唱
団

第
一
回
発
表
会

日
時
十
二
月
十
五
臼
(
土
)

午
後
六
時
三
十
分

場
所

市
民
会
館

入
場
券

大
人
百
五
十
円

学

生

百

円

主

催

大

村

混
声
合
唱
団

後

援

市

教
育
委
員
会

賛
助
出
演

大
村
少
年
合
唱
団

カ
ト
レ
ア
、
グ
ル
ー
プ

(
マ
マ
コ

ー
ラ
ス
)

圃
市
内
小
・
中
学
校

音

楽

会

小
学
校

日
時
十
一
月
二
十
一

日
(
水
)

く
午
後
一
時
三
十
分

t
四
時

場
所

市
民
会
館

中
学
校

日
時
十
一

月
二
十
二
日
(木
)

午
後
二
時
三
十
分

l
四
時

場

所

市

民
会
館

圃
音
楽
の
集
い

十
二
月
一
日

市
民
会
館

大
村
音
楽
同
好
会
(
フ
ル

バ
ン
ド
)

大
村
市
教
育
委
員
会

大
村
青
年
会
議
所

入
場
料
一

人

百

円

主場日
催所時

午
後
六
時

日 |診療科目|医院名 |所在地 |電話

小児科 田川小児医院 武部 ②-4000 
2 外 科佐藤外科杭出津 ①-3070 I 
内 科沢田医院萱瀬 ①一7603

②-2107 

9 内 科岡 医院東三城 ①-3000 
外 科渡辺医 院 ーノ郷 ⑤-8516 

内科 ①-3731 

16 外科 中島外科向陽町 ②-3875 

外科 ・内科 牧 山 医院富ノ原 ⑤-7831 

お内 科松永医 院 捗品場哩-2943
内・整形外科橋 口 医院原口⑤-8739

!皮膚科佐伯医院武部 |@幻
30 整形外科貞松整形東本町 ①-480
| 内 科毛 利医 院 ーノ郷⑤ーお17

後
援

募

集

市
立
幼
稚
園
園
児
を
募
集

入
国
資
格

昭
和
四
十
三
年
四
月

一
一
日
か
ら
昭
和
四
十
四
年
四
月

一

日
ま
で
に
生
れ
た
幼
児

受
付
期
間

各
幼
稚
園
の
願
書
に

よ
り
十
一
月
二
十
日
l
三
十
日

幼
稚
園
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い

※
く
わ
し
い
こ
と
は
幼
稚
園
へ
。

国
大
村
文
芸
(
第
八
集
)

原
稿
募
集

募
集
部
門
と
数

O
短
歌
十
首

O
俳
句
十
句

O
川
柳
十
句

O
現
代
詩

一
編

O
い
ず
れ
も
未
発
表
の
も
の

O
一
人
一

部
門
に
限
る

O
文
章
形
の
種
目
は
別
途
扱
い

投
稿
締
切
日
十
二
月
二
十
日

投

稿

先

市

社
会
教
育
課

「
大
村

文
芸
」
係

発
行
予
定
日

昭
和
四
十
九
年
三
月
三
十
一
日

※
会
費
と
誌
代
併
せ
て
五
百
円
を

投
稿
と
同
時
に
納
入
下
さ
い
。

ポ

ー

ス

‘Y 

-
市
長
杯
争
奪柔
道
大
会

日

時

十

一
月
二
十
三
日

午
前
九
時

場
所

市
民
体
育
館

対

象

一

般

・
高
校

種
目

団
体
戦

(
各
職
場
及
び
団

体
・

学

校

選

手
五

名

補

欠

一
名
)
個
人
戦

(
希
望
者
)

い
ず
れ
も
三
段
以
下
と
す
る

連
絡

竹

松

本

町

浦
山
丈
夫

(電
①
l
七
八

一
一
)
へ

締
切
十
一
月
二
十
日



題
市

民バ
ド
ミ
ン
ト
ン
デ
j

市
民
の
皆
さ
ん
に
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
を
通
じ
て
体
力
を
つ
く
り
、
お

互
い
の
親
ぼ
く
を
兼
ね
て
、

一
日

楽
し
く
過
し
て
も
ら
う
た
め
、
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
老
若

男
女
ふ
る

っ
て
ど
参
加
下
さ
い
。

日
時

十

二

月
二
日
(
円
)

午
前
十
時
i
午
後
三
時

場
所

市
民
体
育
館

参
加
料

無
料

主

催

大

村
市
バ

ド
ミ
ン
ト

ン
協

A-h 

vm
ラ
ケ

y
卜
な
ど
は
、

あ
る
程
度

準
備
し
ま
す
が
、

で
き
る
だ
け

自
分
の
も
の
を
ど
持
参
下
さ
い

円

hv
f
l
 

りむヰ、

<-> お市政だより白
川
5
川

同
月

川

年

川

円
円
U

川

4
1
川

和
川

昭

川

圏
柔
道
教
室

日
時

毎
週
火

・
木
曜
日

一一ご寄付ありがとう

ございま した一一一

品川
社
会
福
祉
事
業
費
ヘ

ム
徳
泉
川
内
蜘
の
内
本

芳
明
さ
ん
は
亡
父
喜

市
さ
ん
の
忌
明
に
当

り
金

一
封
を

A
中
岳
郷
の
山
下
信
夫

さ
ん
は
亡
父
栄
作
さ

ん
の
忌
明
に
当
り
金

一
封
を

ム
原
口
郷
の
末
岡
渉
さ

ん
は
亡
父
滝
十
さ
ん

の
忌
明
に
当
り
金
一

午
後
六
時
l
八
時

(
小
・
中
学

生
は
午
後
七
時
ま
で
)

対

象

一

般
、
高
・
中

・
小
学
生

場
所

市
民
体
育
館

連
絡
先

竹
松
本
町

浦

山
丈
夫

(電
切
l
七
八

一
一
)へ

談山
内
日
は
体
育
館

(電

@
i
一

五
五
二
)
へ

図
陸
上
競
技
教
室

期
間
十
二
月
一
目
、
〈
三
月

日
時

毎
週
土
曜
日

午
後
二
時
l
四
時

場
所

大
村
市
営
陸
上
競
技
場

対

象

小

・
中

・
高
校
生

成
人
者
で
も
可

内
容
〈
前
期
〉
陸
上
競
技
の

初
歩

か
ら
ト
レ

ニ
ン
グ
方
法

〈
後
期
〉
短
距
離

・
長
距
離

・

投
て
き
・
跳
躍
を
専
門
種
目
別

封
を

ム
伊
勢
町
の
小
川
フ
ミ

さ
ん
は
亡
夫
耕
馬
さ

ん
の
忌
明
に
当
り
金

一
封
を

ム
諏
訪
郷
の
久
坂
シ
ゲ

さ
ん
は
亡
母
サ
ダ
さ

ん
の
忌
明
に
当
り
金

一
封
を

ム
水
田

一
区
の
田
村
千

代
子
さ
ん
は
亡
父
買

さ
ん
の
忌
明
に
当
り

に
行
ソ
つ

参
加
料

無
料

申
込

十
一

月
三
十
日
ま
で
に
市

教
育
委
員
会
体
育
課

へ

ずで

。〉

他

額
引
認
候
秀
賞
に
迎
さ
ん

長
崎
県
青
少
年
弁
お
大
会

十
月
二
十
八
日
、
中
地
区
住
民

セ
ン
タ
ー
で
聞
か
れ
た
長
崎
県
青

少
年
弁
論
大
会
は
、
県
下
か
ら
選

ば
れ
た
十
四
名
の
青
少
年
が
熱
弁

を
競
い
合
い
ま
し
た
。

な
お
、
全
国
青
少
年
弁
論
大
会

の
優
秀
賞
に
輝
く
大
村
高
校
植
木

唄
さ
ん
が
「
光
を
も
と
め
て
」
と

金
一
封
を

大
身
体
障
害
者
団
体
連
合
会
ヘ

ム
武
部
郷
の
内
野
祐
里
さ
ん
は
妻

の
亡
母
原
旧

マ
サ
さ
ん
の
忌
明

に
当
り
金
一

封
を

持
交
通
一世間
児
へ

ム
長
崎
市
宝
町
の
日
産
サ
ニ

l
長

崎
販
売
株
式
会
社

(
事
務
局
長

中
野
先
さ
ん
)
は
金
一
封
を

ム
匿
名
で
金

一
封
の
ご
寄
付
が
あ

り
ま
し
た。

題
し
て
、

特
別
弁
論
を
ひ
ろ
う
し

ま
L
た。

※
成
績
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

最
優
努
賞
(
市
長
賞
)

向
陽
高
校
三
年
迎
い
ず
美
さ
ん

優
摂
賞
(
市
議
会
議
長
賞
)

玖
島
中
一

年

山
口
弘
美
さ
ん

優
務
賞
(
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
賞
)

西
中
一
年

馬
場
三
恵
さ
ん

優
努
賞
(
青
年
会
議
所
理
事
長
賞
)

玖
島
中
三
年

新
畑
園
枝
さ
ん

大
高
定
時
制
二
年永
野
満
雄
さ
ん

優
良大
高
一
年

梅
原
真
由
美
さ
ん

開
邸
宅
地

・
建
物
関
係

無
料
相
談
所

次
の
と
お
り
開
設
し
ま
す
の
で

お
気
軽
に
ど
相
談
下
さ
い
。

日
時

十
一
月
二
十
七
日

(
火
)

午
前
十
時

i
午
後
四
時

場
所

市
役
所
第
二
会
議
室

説
明

者

県

・
市
建
築
課
担
当
官

宅
建
協
会
大
村
支
部
会
員

盟
十
二
月
の
実
弾
射
撃
予
定

池
田
射
撃
場

。
三
日
か
ら
八
日
ま
で

O
十
日
か
ら
十
五
日
ま
で

O
十
七
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で

一

一
荷
重
に
抗
日
朝
寺
郷
と
い
う
部
落

一
が
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
、
昔
、
弥

一
鞘
寺
と
い
う
理
不

(真
言
宗
と
の

一
説
も
あ
る
)
の
寺
が
あ
り
、

郡
七

一
山
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

今
は
部
落

一
の
地
名
と
し
て
名
残
り
を
と
ど
め

一
て
い
る
。

場
所
は
公
民
館
の
近
く

一
で
、
最
近
、
教
育
委
員
会
で
史
跡

一
標
識
を
立
て
て
い
る
。

や

そ

…

こ

の

寺
も
天
正
年
間
、
耶
蘇
教

一
徒
に
焼
か
れ
た
の
で
、
正
保
四
年

郡
七大
山村
弥みの の
勃?一社
寺じつ寺
跡
(5) 

(
一
六
四
六
年
)
そ
の
旧
跡
に
、
一

一

間
四
面
の
野
朝
堂
を
建
立
し
た
と
一

あ
る
。

一

高
見
米
一
氏
の
「大
村
物
語
」
に

一

は
、
平
安
時
代
、
宇
多
、
閣
醍
二
一

代
の
天
主
に
仕
え、

碁
の
指
南
を

一

か
λ
れ
ん

一

し
た
寛
蓮
と
い
う
人
は
肥
前
国
大

一

村
の
人
で
あ
っ
た
。
寛
一
連
は
日
本

一

き

ふ

=

最
初
の
碁
譜
を
編
さ
ん
し
、
碁
の
一

名
人
と
い
わ
れ
た
人
で
、

京
都
、
一

に
ん
な
じ

巳

仁
和
寺
の
内
に
、
弥
勤
寺
と
い
う
一

寺
を
建
て
た
。一福
重
の
【閉
山靭
寺
も一

寛
蓮
の
ゆ
か
り
の
寺
で
は
な
い
か
一

と

書

か

れ

て

い

る

。

一

当
時
、
大
村
が
仁
和
寺
領
の
荘

一

え
λ
園
だ
っ
た
こ
と
を
思
え
ば
う
な
ず
一

け
る
推
論
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
一

寛
蓮
の
出
身
に
つ
い

て
、
古
い
記
一

録
に
は
、
藤
津
郡
大
村
の
人
と
あ
一

り
、
彼
杵
郡
大
村
の
誤
り
で
は
な
一

い
か
と
の
説
も
あ
る
が
、
断
定
は一

む

ず

か

し

い

。

一

な
お
、
公
民
館
の
北
側
の
山
に
一

は
、
大
き
な
自
然
石
を
利
用
し
て
一

刻
ん
だ
石
仏
が
群
を
な
し
て
お
り
一

日
杵
の
石
仏
に
も
比
す
べ
き
も
の

一

と
一
時
、

新
聞
な
ど
に
も
と
り
あ
一

げ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
弥
鞍

一

寺
と
関
係
が
あ
っ
た
も
の
か
い
っ
一

の
時
代
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
か
今

一

後
の
研
究
に
ま
つ
ほ
か
は
な
い
。一
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